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SPACE のモデラーには、解析用モデルを効率的にしかも正確に入力す

るために、多くの機能が用意されている。本章では、これらを機能別に

分類し、多くの設定項目を分かり易くまとめている。 

 
  
解析モデルを新規に作成する場合、初期設定ウイザードが自動的に働

くことになる。このウイザードはダイアログを表示し、最初に定義しな

ければならない情報の入力を求める。本節では、初期設定ウイザードが

表示させるダイアログを示し、最初に設定すべき情報が何であるかを説

明する。 

モデラーの起動は SPACE のメニューから[モデラー]→[骨組モデル]

→[新規作成・変更]を選択することで行うことができる(図 5-2-1)。ま

た、モデラーの起動ツールチップ*１からも立ち上げることが可能である。 

 
 
 新規作成の場合、順にダイアログが表れ、必要な初期設定がウイザー

ド形式で実行される。まず、図 5-2-2 に示す構造物のタイトル設定ダイ

アログが表示される。ここでは、構造データファイルの先頭に書かれる

コメントを設定することになる。 

このダイアログでは、まず、「内容変更」ボタンを押し、次に、タイ

トル行数を入力する。ここでは、8行以内に制限されていることに注意

されたい。タイトル行数を設定し終えると、その行数分、タイトルが入

力可能状態となる。この入力域にデータを入力し、「OK」ボタンを押す

ことでタイトルが設定できることになる。 

 

 

第 5章 モデラーにおける設定 

5.1 はじめに 

5.2 ウイザードに

よる初期設定 

図 5-2-1「モデラー新規作成」メニュー 

*1
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タイトルを設定し、「OK」ボタンを押すことで、このダイアログでの

設定処理が終了する。 

タイトルを設定し終えると、続いて自動的に図 5-2-3 に示すダイアロ

グが表示される。ここでは解析モデルの選択を行うことになる。このモ

デラーでは、解析モデルは、平面フレーム(2 次元)、立体フレーム(3 次

元)、スペースフレームに分類されており、以後、ユーザーの選択した

モデルによって各々異なった入力方法が用いられる。 

 

解析モデルの選択は、描画されている各モデルの図形をマウス左ボタ

ンのクリックで指定する。指定されたモデルは、タイトルが太文字で表

示される。選択後は、「次へ」ボタンを押す。次に表示されるダイアロ

グは、ここで選択した 3種の解析モデルによって異なる。 

図 5-2-2「構造ファ

イルのタイトル」

ダイアログ 

図 5-2-3「構造ファ

イルのタイトル」

ダイアログ 



5-3 

 

 

第５章 モデラーにおける設定 

SPACE User’s Manual for Modeler 

平面フレームを選択すると、次に構造物の規模を設定するダイアログ

（図 5-2-4）が表れる。ここで、平面の選択、規模を設定する通り芯数

と階数を設定する。「次へ」ボタンを押すと、スパン長と階高を設定す

るダイアログ(図 5-2-5)が表示される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 次に、通り芯の位置を設定するダイアログを用いて、スパン長と階高

を入力する。入力終了後、「OK」ボタンを押し、設定が完了する。 

 
 

立体フレームを選択すると、次に構造物の規模を設定するダイアログ

(図 5-2-6)が表れる。ここで、規模を設定する通り芯数と階数指定し、

図 5-2-4「構造物の規模」ダイアログ 

図 5-2-5「通り芯の設定」ダイアログ 

まず、平面骨組では、3次元座標中でどの座

標系を使用するかを選択する。次に、スパン

数と階数を入力する。この数値は、構造物の

通り芯数と最大階数を決めるものである。こ

こで、階数に 0を設定すると、連梁の解析と

なる。 

全て設定し終えた後は、「次へ」ボタンを押

す。これで、このダイアログでのデータ設定

は終了である。 

ここでは、スパン長(cm)

と階高(cm)を入力する。ま

た、通り名、層名、階名は、

規定値が設定されている

が、ここでは、これを変更

することもできる。なお、

指定したこれらの名前は

レポーターなどで使用さ

れる。 

設定終了後、「OK」ボタン

を押すと、次のステップに

移る。 
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「次へ」ボタンを押すと、その値に従ってスパン長と階高を設定するダ

イアログが表示される(図 5-2-6)。 

 

次に、通り芯の間隔を設定するダイアログ(図 5-2-7)を用いて、スパ

ン長と階高を入力する。入力終了後、「OK」ボタンを押すと、設定が完

了することになる 

 
 
 スペースフレームを選択すると、次にスペースフレーム構造の形状を

設定するダイアログ(図 5-2-8)が表れ、そこで、形状種別を選択する。 

 

立体骨組では、X方向と Y方向のスパン数と

階数を入力する。この数値は、構造物の通り

芯数と最大階数を決めるものである。 

全て設定し終えた後は、「次へ」ボタンを押

す。これで、このダイアログでのデータ設定

は終了である。 

図 5-2-6「構造物の

規模」ダイアログ

ここでは、X 方向と Y

方向のスパン長(cm)

と階高(cm)を入力す

る。また、通り名、層

名、階名は、規定値が

設定されているが、こ

こでは、これを変更す

ることもできる。指定

したこれらの名前は

レポーターなどで使

用される。 

設定終了後、「OK」ボ

タンを押すと、次のス

テップに移る。 

図 5-2-7「通り芯の設定」ダイアログ 
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ここで、形状を選択し、「次へ」ボタンを押すと、該当する形状の設

定用パラメータを入力するダイアログが表示される。これらについては、

第 4章を参照されたい。例として、図 5-2-9 に「単層ラチスドーム構造」

に関するダイアログを示す。 

 

  

図 5-2-8「スペース

フレームの形状の選

択」ダイアログ

図 5-2-9「単層ラチ

スドームと下部構造

パラメータ入力」ダ

イアログ
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以上で解析モデルの通り芯系やスペースフレームの形状が決定され

た。次に、これから使用する断面要素、あるいはスペースフレームで既

に使用した要素断面を作成する必要がある。そのため、初期設定ウイザ

ードは、CAD で部材や節点を割り付ける前に、使用する断面要素データ

を設定することを要求する。 

初期設定ウイザードによる次の表示は、要素データと特殊断面データ

を作成するダイアログである。ここでは、解析モデルで使用する部材要

素を設定する。ただし、スペースフレームでは、既に要素が予約され使

用されているので、該当する要素や特殊断面データを適切な順序で設定

しなければならない。使用要素に関する情報は、パラメータ設定ダイア

ログ終了直後、図 5-2-11 のように示される。 

 

 

 

 
 
 
 
 
  
標準的なモデラー画面が図 5-3-1 に示されており、そこの画面は、CAD

でデータを設定する基本構成状態となっている。画面右側の 4つのウイ

ンドウは、各々骨組平面図（左上）、立面軸組図(X 通り面：左下)、立

5.3 表示画面 

図 5-2-10 「要素

データ登録」ダイ

アログ

このダイアログは、要素デ

ータを作成するメイン画

面である。ここから、多く

のオプションを選択し、要

素データを作成する。 

使用方法は、5.6 節で詳細

に説明する。 

図 5-2-11「スペースフレーム

で使用した要素」メッセージ 
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面軸組図(Y 通り面：右上)、骨組透視図（右下）である。ここでは、既

に設定した通り芯や構造物の規模などを利用して、構造物の外形を表す

通り芯とその記号が表示されている。 

 

 
 
 

まず、4つの画面の基本的な操作法について説明する。画面を拡大し

たい場合は、各ウインドウの上部青色のタイトル部分をマウス左ボタン

でダブルクリックする。また、元の状態に戻したい場合は、同じく上部

右側の真ん中のツールチップを一回押す。これで図 5-3-1 に示すモデラ

ーの基本構成状態に戻ることになる。次に、ウインドウ内の図形の拡

大・縮小に関する操作法を示す。3つの図面と透視図では、操作法が少

し異なる。まず、各図面の操作法について述べる。図面の拡大は、Shift

キーもしくは Ctrl キーを押しながらマウス左ボタンを押し、向こう側

にドラッグする。同様に、手前に引きながらドラッグすると、その図面

は縮小する。Shift キーと Ctrl キーの違いは、微小に変化させる場合

は Shift キーを、また大きく変化させる場合は Ctrl キーを用いる。 

次に、図面を横、縦に移動させたい場合は、Shift キーもしくは Ctrl

キーを押しながら、マウス左ボタンをダブルクリックし、押した状態で

その方向にドラッグする。これで、図面が移動する。Shift キーと Ctrl

キーの違いは、拡大・縮小操作と同じである。 

次に、透視図に関連する操作法を学ぶ。まず、拡大・縮小はマウス左

図 5-3-1 モデラー画面の基本構成
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ボタンを押しながら、手前もしくは向こう側にドラッグする。これで透

視図が拡大・縮小する。透視図回転の操作は、Shift キーもしくは Ctrl

キーを押しながら、マウス左ボタンを押し、上下・左右にドラッグする

と、x・y 軸について、あるいは z 軸について図形中心位置を中心に、

図形が回転する。また、Shift キーもしくは Ctrl キーを押しながら、

マウス左ボタンをダブルクリックし、そのままドラッグすると、透視図

が平行移動する。 

モデラーの基本構成図以外で、新しくウインドウを開きたい時は、新

規ウインドウツールチップ*2を押す。また、ウインドウをタイル状に分

割して表示するには、ウインドウ分割ツールチップ*3を、ウインドウを

重ねて表示させたい時は、ウインドウ重ねて表示ツールチップ*4を押す。

ただし、一端、上記のウインドウ表示を行うと、元のモデラー基本構成

状態に戻らないので注意して使用されたい。 

 
  
ツールバー上のボタンをツールチップといい、モデラーでは横に配置

されているツールバーをツールバーＡ、同じく縦はツールバーBと呼ぶ。
表 5-1 には、ツールバーＡのツールチップがまとめられている。 

 
       表 5-1 ツールバーＡの機能 

 
チップ

番号 記号 名前 機能 適用 

１  部材表示チップ 
図面上の部材線分が表示と非表

示とに反転される。 
各図面ごとに表示と非

表示が適用される。 

２  節点表示チップ 
図面上の節点記号が表示と非表

示とに反転される。 

各図面ごとに表示と非

表示が適用される。 

３  部材番号表示チップ 
部材番号が表示と非表示とに反

転される。 

部材表示が On になって

いないと表示されない。

４  要素番号表示チップ 
要素番号が表示と非表示とに反

転される。 

部材表示が On になって

いないと表示されない。

５  節点番号表示チップ 
節点番号が表示と非表示とに反

転される。 
節点表示が On になって

いないと表示されない。 

６ 
 

透視図表示チップ 
構造物の解析モデルが透視図で

表示される。 
 

７ 
 

平面図表示チップ 
解析モデルの平面図が表示され

る。 
 

5.4 メニューと

ツールチップ

5.4.1 ツールバ

ーＡ 

*2  

*3  

*4  
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８ 
 

X 通り立面図表示チッ

プ 

解析モデルのX通り面の立面図が

表示される。 
 

９ 
 

Y 通り立面図表示チッ

プ 

解析モデルのY通り面の立面図が

表示される。 
 

１０  
通り芯番号前進図面

表示チップ 

立面図では通り芯番号が前進、平

面図では階層が上昇して、新たに

図面が表示される。 

 

１１  
通り芯番号後退図面

表示チップ 

立面図では通り芯番号が後退、平

面図では階層が下降して、新たに

図面が表示される。 

 

１２  
処理対象節点の切り

替えチップ 

処理対象節点として、通り芯節点

と実節点を切り替える。 
 

１３  
部材設定と消去処理

の切り替えチップ 

4 つの処理内容（2 点設定、集団

設定、1 点指示消去、集団消去）

を切り替える。 

 

１４  
通り芯・記号表示チッ

プ 

各図面の通り芯とその記号に関

し、表示と非表示を反転する。 
 

１５  
通り芯節点表示チッ

プ 

各図面の通り芯交点の表示と非

表示が反転する。 
この通り芯交点が消去

された場合は、その交点

は表示されない。 

１６  
ダイアログバー表示

チップ 

ダイアログバーの表示と非表示

が反転する。 
既定は表示である。 

１７  
ファイルへの保存チ

ップ 

各ファイルにデータを出力する

か否かを選択するためのダイア

ログを表示させる。 

 

１８  
新規解析モデルウイ

ザード起動チップ 

 
現在、利用できない。 

 

１９  図面出力チップ 
アクティブになっている図面の

出力を行う。 
 

２０  
新規ウインドウ表示

チップ 

新規の子ウインドウを作成し、表

示させる。 
 

２１  画面整列チップ＿１ 
子ウインドウをタイル状に整列

して表示する。 
モデラーの標準位置に

戻らない場合もあり、注

意されたい。 

２２  画面整列チップ＿２ 
子ウインドウを重ね、整列して表

示する。 
 

２３  画面更新チップ 
表示されている子ウインドウを

再表示し、更新する。 
 

２４  スケール変更チップ 
スケール（荷重、主軸矢印、アイ

ソメ図形倍率）の大きさ変更ダイ

アログを表示させる。 

 

２５  画面連動チップ 
子ウインドウに表示されている

部材が連動して赤色表示される。 
このチップを押すこと

で、On/Off が反転する。 
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２６  詳細表示チップ 
グループ番号、要素番号の赤色表

示機能を選択するダイアログを

表示させる。 

 

２７  
上記表示番号を先進

させるチップ 

上記機能に関するグループ番号、

要素番号を前進させる。 
 

２８  
上記表示番号を後退

させるチップ 

上記機能に関するグループ番号、

要素番号を後退させる。 
 

２９  
節点関連チェック用

チップ 

節点に関連する各種のチェック

を設定するダイアログを表示さ

せる。 

選択した節点は、当該ウ

インドウ上で赤く表示

される。 

３０  
ソリッドモデル表示

チップ 

透視図ウインドウでは、ソリッド

モデルに、各図面ではアイソメ表

示となる。 

この機能は、このチップ

を押すことで、On/Off が

反転する。 

３１  
アイソメ表示 90 度前

進チップ 

アイソメ立面図で表示されてい

ても、部材や節点が重なる場合、

90 度前進回転させる。 

この機能は、現在円筒座

標系のY面立面図でのみ

機能する。 

３２  
アイソメ表示 90 度後

退チップ 

アイソメ立面図で表示されてい

ても、部材や節点が重なる場合、

90 度後退回転させる。 

この機能は、現在円筒座

標系のY面立面図でのみ

機能する。 

３３  
ファイバー断面変更

チップ 

ファイバー断面の特性などを変

更するシステムを呼び出す。 
ファイバー用データの

み対応しており、他の特

殊データではエラー。 

３４  
登録メッセージの有

無制御 

部材を登録する際、多くのメッセ

ージを表示する。このメッセージ

の有無を制御する。 

この機能は、このチップ

を押すことで、On/Off が

反転する。 

 
チップ番号 1 から 17 は、既に 2.4.4 節で説明した。

ここでは、18 以降について解説する。チップ番号 18 は

新規解析モデルウイザードに起動を駆けるチップであ

るが、現在では利用不可となっている。チップ番号 19

は、アクティブになっている図面を印刷するチップであ

り、このチップを押すとプレビュー画面が表示される。 

チップ番号 20 は新規ウインドウを表示させ、チップ

番号 21 と 22 は、ばらばらになった子ウインドウを整列

して表示させる。また、チップ番号 23 はアクティブ画

面を再描画する。モデラーでの矢印やアイソメの図形倍

率を変更するには、24 番のチップをクリックする。図

5-4-1 に示す変更用ダイアログが表示され、ここで変更

することになる。 

部材の設定処理が正確かどうかチェックする機能として画面の連動

処理がある。連動チップ 25 番をクリックすると、On/Off が反転する。

On の状態でアクティブ画面上の図面を移動させると、そこで表示され

た部材が連動して他の図面で赤色表示される。 

図 5-4-1「倍率設定プロパティ」

ダイアログ
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さらに、詳細に部材設定が正確かどうかチェックする

ために、詳細表示チップ番号 26 をクリックする。これ

で、図 5-4-2 に示すダイアログが表示され、ここでグル

ープ表示か要素表示を選択すると、図面上にその番号の

部材が赤色で表示される。その番号を移動する場合は、

チップ番号 27 と 28 を用いる。同様に節点の設定が正確

かどうかをチェックするためにチップ番号 29 をクリッ

クする。ダイアログが図 5-4-3 として表示され、ここで

チェックすべき項目を選択する。選択した節点が図面上

で赤く表示される。 

チップ番号30をクリックすると、

透視図面ではソリッドモデル表示

となり、平面図、立面図ではアイ

ソメ表示となる。特に、アイソメ Y

面軸組図表示で円筒座標系が描画

されている場合は、チップ番号 31

と 32のクリックで 90度回転する。

最後に、設定した特殊断面データ

の変更を行うとき、チップ番号 33

をクリックする。これで断面ファ

イバーデータ作成サブシステムが

起動されることになる。このシス

テムの説明は他のマニュアルを参

照されたい。チップ番号 34 は、部

材登録の際、メッセージ表示の有

無を制御する。 

 
  
次に、図面に部材を割り付ける際に使用されるツールバーＢ内の各チ

ップの機能について説明する 
  

       表 5-2 ツールバーＢの機能 
 

チップ

番号 記号 名前 機能 適用 

１  
要素・断面作成チッ

プ 

要素・ファイバー断面などを作成す

る機能を呼び出す。 
 

5.4.2 ツールバ

ーＢ 

図 5-4-2「ウインドウ選択項目の

選択」ダイアログ

図 5-4-2「ウィンドウ選択項目の

選択」ダイアログ

図 5-4-3「節点における外力・質量・境界の有無

チェック」ダイアログ
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２  
はり部材設定チッ

プ 

はり部材をアクティブな図面ウイ

ンドウに割り付ける環境を整える。 
 

３  柱部材設定チップ 
柱部材をアクティブな図面ウイン

ドウに割り付ける環境を整える。 
 

４ 
 

ブレース部材設定

チップ 

ブレース部材をアクティブな図面

ウインドウに割り付ける環境を整

える。 

 

５  
せん断部材設定チ

ップ 

せん断部材をアクティブな図面ウ

インドウに割り付ける環境を整え

る。 

 

６  
免震部材設定チッ

プ 

免震部材をアクティブな図面ウイ

ンドウに割り付ける環境を整える。 
 

７  節点設定チップ 
任意な位置に実際の節点を作成す

る環境を整える。 
 

８ 
 

静的荷重設定チッ

プ 

静的荷重をアクティブな図面ウイ

ンドウに割り付ける環境を整える。 
 

９ 
 

動的荷重設定チッ

プ 

動的荷重設定をアクティブな図面

ウインドウに割り付ける環境を整

える。 

 

１０  
節点質量設定チッ

プ 

節点質量をアクティブな図面ウイ

ンドウに割り付ける環境を整える。 
 

１１  境界設定チップ 
境界設定をアクティブな図面ウイ

ンドウに割り付ける環境を整える。 
 

１２  剛床設定チップ 
剛床設定をアクティブな図面ウイ

ンドウに割り付ける環境を整える。 
 

１３  処理終了チップ 
部材や節点を割り付ける処理を中

止する。 
 

１４  
節点の 2重チェック
機能チップ 

通り芯位置の実節点の 2重設定をチ
ェックする。 

規定は、On の状態であ

り、このチップが押され

て表示されている。 

１５  
部材の 2重チェック
機能チップ 

部材の 2重設定をチェックする。た
だし、両端の節点番号が同一のとき

のみチェックを行う。 

規定は、On の状態であ

り、このチップが押され

て表示されている。 

１６  
通り芯再設定チッ

プ 

直行座標系の位置や通り芯名称の

変更を行うダイアログを表示する。 
この機能は既に設定し

た実節点と不適合にな

る可能性があるため注

意して使用されたい。 

１７  
通り芯のずれ設定

チップ 

通り芯のずれを設定するダイアロ

グを表示させる。 
 

１８  
他節点との変位同

一視チップ 

他節点との変位を同一視するデー

タを設定する。 
 

 
 上記でチップ番号１以外は、図面に部材などを配置する際に指定する

もので、指定前にアクティブとなっている図面で部材などを配置もしく
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は消去できる環境を構築する。この状態を解除するには、チップ番号

13 をクリックする。ここでもチップ番号 13 までは、既に 2.4.5 節で説

明した。ここでは、14 から 17 について解説する。 

 チップ番号 14 は、節点の 2重定義をチェックするシステムを On/Off

に反転するもので、規定は On の状態である。またチップ番号 15 は部材

の 2 重定義をチェックするシステムを On/Off に反転するもので、これ

も規定値は On である。チップ番号 16 は通り芯位置を再定義するダイア

ログを呼び出すもので、このダイアログで通り芯間隔や名称を変更する。

最後に、チップ番号 17 は、通り芯のずれを設定するダイアログを表示

させる。ここでは、通り芯交点のずれを設定する。この利用法について

は後節で説明する。チップ番号 18 は他節点の変位と当該節点の変位を

同一視する環境を整えるもので、後は図面上の 2節点指定で実施する。 

 
  
 モデラーのシステムメニューは、図 5-4-4 に示されるように、「ファ

イル」、｢表示｣、「設定」、「作成」、「加工」、｢ヘルプ｣に分類されている。

「加工」は、現在使用されておらず、また「ヘルプ」は、バージョン情

報が表示されるのみである。その他のメニューで、ツールバーと同一機

能を有しているものはツールチップの番号を示し、独自の機能はここで

説明する。 
 
 

 

 

 

 

 図 5-4-5 は、「ファイル」メニューの内容を示す。ここでは、主に、

画面への図面表示とファイルへのデータ出力を扱う。 

 
 
 
 
 
 
 
 

5.4.3 システム

メニュー 

図 5-4-4 「モデラーのシステム」メニュー

１．新規画面作成：新規の子ウインドウを表示(A-20) 

２．モデル新規作成：現在では使用不可状態(A-18) 

３．ファイルへのデータ出力：モデラーで作成した各情報

をファイルに出力するため、ダイアログを表示させる

(A-17) 

４．画面印刷：アクティブな子ウインドウを印刷(A-19) 

５．アプリケーションの終了  

図 5-4-5 「ファイル」メニュー 

１ 
 
２ 
 
３ 
 
４ 
 
５ 
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ここでの機能はツールチップでも利用可能となっており、説明はそちら

を参照されたい。 
 図 5-4-6 は「表示」メニューの内容を示す。ここでは、主に図面表示

の変更や節点、通り芯などの表示などを扱う。 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-4-6 のメニュー「表示」で「ウインドウ用ツールバーからステー

タスバー」までは、モデラー内の各ツールバーの表示と非表示を反転す

る項目である。表示されている場合は、該当表示項目にチェックマーク

が付いている。 

 メニュー最後の骨組透視図以降は、現在モデラーに表示されている図

面であり、チェックマークが付いている図面が、現在アクティブになっ

ていることを示している。 

図 5-4-6「表示」メニュー 

１．透視図表示項目設定： 透視図画面で表示に関連す

るダイアログを表示させる。ワイフレーム表示とソ

リッドモデルでは異なるダイアログとなる 

２．部材表示項目の変更： 部材の表示項目を変更する

ダイアログを表示する。ここでは、各図面で表示項

目を変更することが可能、規定は全ての部材を表示

となっている(A-34) 

３．立体骨組透視図表示：子ウインドウへの透視図表示

(A-6) 

４．骨組平面表示：子ウインドウへの平面図表示 

  ここでのサブメニューでは図面移動を行う

(A-7),(A-10),(A-11) 

５．骨組立面表示（Ｙ面）：子ウインドウへの立面図表

示。ここでのサブメニューでは図面移動を行う

(A-8),(A-10),(A-11) 

６．骨組立面表示（Ｘ面）：子ウインドウへの立面図表

示。ここでのサブメニューでは図面移動を行う

(A-9),(A-10),(A-11) 

７．通り芯の表示：通り芯記号を表示する(A-14) 

８．通り芯位置の節点表示：通り芯交点表示(A-15) 

９．図形の表示：アクティブな子ウインドウを印刷 

10．平面・立面図の移動：表示位置の前進・後退を行う

11. 節点・部材．要素の各番号表示：図形に該当する番

号を表示する 

12. 画面更新：アクティブウインドウを再描画する 

13. 新規ウインドウ：新規ウインドウを作成・表示 

14. ウインドウの分割表示：ウインドウのタイル表示 

15. ウインドウ重ねて表示：ウインドウを重ねて表示 

16. 部材番号：アクティブウインドウで部材番号表示 

17. 要素番号：アクティブウインドウで要素番号表示 

18. 節点番号：アクティブウインドウで節点番号表示 

１ 
２ 
 
３ 
４ 
５ 
６ 
 
７ 
８ 
９ 
10 
11 
 
12 
13 
14 
15 
 
16 
17 
18 
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図 5-4-7 では、「設定」メニューを示す。ここでは、各種の設定を行

うためのメニューが並んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記メニューで 4 から 11 までは、5.7.4 節以降で説明されており、

そちらを参照されたい。また、メニュー番号 14、15、16（A-34,B-14,B-15）

は表示されている機能の On/Off の状態を反転させる。ここで、チェッ

クマークが付いている場合は、その機能が On になっていることを示す。

また、17 と 18 は、ソリッドモデルのカラー情報を入出力するダイアロ

グを呼び出す。この項目の説明は、次節かもしくは 3.15.11 節を参照さ

れたい。 

次は、図 5-4-8 に示す「作成」メニューであり、ここでは、主に CAD

で部材の割り付けを行う際に使用する機能をまとめたものである。これ

らの機能は、メニューで設定する替わりに、ツールチップをクリックす

ることで同じ機能を呼び出すことが可能となっている。解析モデルを実

際に設定する際、ツールチップを利用するほうが、作業効率は格段に高

くなると思われる。SPACE では、ツールチップを使用して作業を行うこ

とをお勧めする。 

図 5-4-7「設定」メニュー

１．構造ファイルタイトルの設定：タイトル

を入力するダイアログを呼び出す 

２．通り芯の設定・変更：設定ダイアログを

呼ぶ（B-16） 

３．通り芯のずれ設定：設定用だ亜ログを呼

び出す(B-17) 

12．部材回転行列の再計算：部材表示用の回

転行列を再計算する。 

13．特赦断面データの変更：ファイバー断面

の特性などを変更するシステムを呼び出

す(B-33) 

１ 
 
２ 
３ 
 
４ 
５ 
 
６ 
７ 
８ 
 
９ 
10 
11 
12 
 
13 
 
14 
15 
16 
17 
18 
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本節では、プルダウンメニューの内容について説明する。アクティブ

な子ウインドウ上でマウス右ボタンを押すことで、図 5-4-9 に示すプル

ダウンメニューが表示される。ほとんどの機能は、ツールチップから呼

び出すことが可能となっており、表示項目の選択や図面の移動は、ツー

ルチップがより便利であり、そちらの使用をお勧めする。 

図 5-4-8「作成」メニュー 

5.4.4 プルダウン

メニュー 

１．：節点・部材作成・消去処理の取

り消し：このメニューを選択す

ると、最も新しい部材などの割

付あるいは消去が取り消され、

元の状態に戻る 

２．：チップ番号（B-1）参照 

３．：（B-2） 

４．：（B-3） 

５．：（B-4） 

６．：（B-5） 

７．：（B-6） 

８．：（B-7） 

９．：（B-9）動的荷重を設定する 

10．：（B-10） 

11．：（B-11） 

12．：（B-12） 

13．登録した要素データリストを表

示する 

14．グループ別で部材の集団削除を

実施する 

15．部材、要素、特殊断面で削除デ

ータを実際に取り除く 

１．透視図表示項目設定：設定用ダイアログ

を呼び出す。ワイヤフレームかソリッド

モデル表示かで表示されるダイアログ

が異なる 

２．OpenGL 用描画データの入出力： 

OpenGL 描画用データの入出力を設定す

るダイアログを表示させる。ここでは、

図3-15-9,10に示すようにデータの出力

と入力ダイアログを呼び出すことにな

る 

出力データは、現在アクティブになって

いるウインドウに表示されている状態

（色、光など）が該当し、また入力ファ

イルからこの OpenGL 描画用データの入

力用ダイアログを用いて情報を入力す

ると、アクティブなウインドウのソリッ

ドモデルが直ちに入力したデータを用

いて再描画され、図形の色彩が変更され

ることになる 

図 5-4-9 プルダウンメニュー 

１ 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
 
 

１ 
 
 
２ 
 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
 
８ 
 
 
９

10 
11 
12 
 
13 
14 
 
15 
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 ここでは、メニューの最初の透視図表示項目設定と最後の OpenGL 描

画用データ入出力について説明している。他のメニューの機能は、ツー

ルチップの項目で図面の表示は A-5 から A-9、また、図面の前進・後退

は A-10、A-11 と同じである。 
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SPACE のモデラーでは、座標系として、直交座標系、球座標系、円筒

座標系が使用でき（ただし、現行 Ver.1.10 では直交座標系のみ使用可

能となっている）、どの座標系を用いて解析モデルを設定するかは使用

者の選択による。 

SPACE では通り芯を用いて部材を配置する手法を用いており、最初に

座標系を設定する必要がある。ここでは通り芯を用いて座標系を表示す

るため、例えば直交座標系を使用する場合は、初期設定でスパン数、層

数、及びスパン長、桁長、階高などを入力することで、構造物の外形が

決定され、その結果、内部計算によってこの外形から通り芯交点が自動

的に計算され、通り芯節点として登録される。この通り芯節点を利用し

て座標系が決定され、この座標系を用いて部材を配置することになる。 

はり及び柱をこの通り芯節点間に配置すると、自動的に実節点を生成

し部材を割り付ける。このとき実節点の生成順序に従って節点番号が振

られる。指定した通り芯節点位置に既に実節点が存在する場合は、新た

な実節点を作成しないで既存の実節点を用いることになる。この処置は、

実節点の 2重定義を防ぐためである。これを通り芯における交点処理と

呼ぶ。 

指定した通り芯節点間に 1以上の通り芯節点が存在する場合は、その

間に存在する通り芯節点位置にも実節点を登録する。一方、その通り芯

節点位置に、実節点が既に存在すると実節点を生成することなく、その

節点と結合した部材配置となる。この処置も、実節点の 2重定義を防ぐ

ためのものである。ただし通り芯設定以外の実節点では、交点処理を行

っておらず、実際に部材が交差していても通り芯以外での交差では、２

部材の交点位置での結合は生じないとしている。 

以上のルールでは、通り芯節点位置に実節点が自動的に生成される。

しかも、2つの通り芯節点間で部材を分割配置するように設定されてい

ると、この通り芯節点間で等分割位置に自動的に実節点が生成され、節

点番号が振られる。 

通り芯節点は消去することができる。通り芯節点が消去されると当該

位置では、異なった部材配置が行われる。当然この消去された通り芯位

置での交点処理は行わず、この位置に実節点が生成されるかどうかも不

確定となる。 

 
 
SPACE では、要素データと特殊断面データの作成を同時に行っている。

このサブシステムの起動は、メニューの[作成]→[要素データ登録] を

5.5 座標系（通り

芯と実節点） 

5.6 要素と特殊断

面の設定

5.6.1 要素作成シ

ステムの起動 
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選択するか、もしくは、「要素データ設定」ツールチップ＊5を押す。 

このシステムが起動すると、次に示すダイアログが表示され、このダ

イアログ上で要素データと特殊断面データが作成されることになる。 

 

 

 

 上のダイアログ右のボタンは、次の機能を有する。 

 

１． 追加：使用材料設定ダイアログを表示させ、使用材料と要素タイ

プを設定する。ただし、2 回目以降は、使用材料にしたがって各種

の断面設定ダイアログが表示される。 

２． 変更：設定した要素データの変更を行うダイアログを表示させる。 

３． 削除：現在使用不可 

４． 材料設定：使用材料設定ダイアログを表示させ、使用材料と要素

タイプを再設定する。 

５． 特殊断面作成：これまでに設定した要素データから、特殊断面デ

ータを作成する。 

６． OK：処理を終了する。 

７． キャンセル：ここで行った処理をキャンセルし、処理を終了する。 

 
最初に、「追加」ボタンを押すと、図 5-6-2 に示される使用材料と要

素タイプを設定するダイアログが表示される。 

＊5  

図 5-6-1「要素データ登録」ダイアログ 
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図 5-6-3 は、設定した要素データの変更を行うダイアログであり、こ

こでは、設定した要素データの特性を変更する。 

 

 
これまでに設定した断面の特殊データを次のダイアログを用いて作

成する。このダイアログ右上の「作成開始」ボタンを押すことで特殊デ

ータが作成される。 

図 5-6-2「使用材料の設定」ダイアログ 

図 5-6-3「使用材料の設定」ダイアログ 

材 料 種 別

の選択 

要素タイプの選択：要素タイ

プとして、Ver.1.10 では以下

のものがある。 

１：弾性モデル  

２：３次元せん断型弾塑性 

３：３次元トラス型弾塑性 

４：３次元ケーブル型弾塑性

５：3 次元免震（MSS モデル）

６：両端ファイバー 

７：両端中央ファイバー 

８：両端アナロジー 

９：両端中央アナロジー 

10：特殊モデル（任意型） 

使 用 材 料

の選択 

要素特性の変更、変更

後「OK」ボタンを押す
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各種の断面設定ダイアログは、次節以降で説明する。 
 
  
鉄骨の断面設定は次に示すダイアログで行う。ここで注意すべきは、

要素データの断面性能でデータベースか内部計算を使用するかを選択

することである。 

 

5.6.2 鉄骨断面

図 5-6-4「特殊断面作成」ダイアログ 

ここで、要素パラメー

タを変更することがで

きる。変更後「作成開

始」ボタンを押すこと

でデータがセットさ

れ、このダイアログは

閉じることになる。 

符号は必ず設定する。断面形状

と名称を選択する。 

 

断面性能で、内部計算を選択す

ると、板の集まりとして断面特

性を計算する。一方、データベ

ースに設定されている数値を使

用すると、上記の計算値より断

面二次モーメントなどが数パー

セント大きくなる場合がある。 

図 5-6-5「鉄骨の材料断面・設

定」ダイアログ 
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鉄筋コンクリート断面の設定は次のダイアログによって行われる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
  
鉄骨鉄筋コンクリート断面は、次のダイアログを用いて設定する。こ

こでは、特に鉄骨の位置設定項目に注意しなければならない。 

 

5.6.3 鉄筋コンク

リート断面

5.6.4 鉄骨鉄筋

コンクリート断

面

図 5-6-6「鉄筋コンクリートの材料断面・設定」ダイアログ 

図 5-6-7「鉄骨鉄筋コンクリートの材料断面・設定」ダイアログ

使用鉄筋を

選択、ただ

し、使用しな

い場合は選

択しなくて

も良い。 

使用鉄筋本数

を入力、四隅に

配筋された鉄

筋は、上下と左

右共に数える

こと。かぶり厚

は必ず入力す

ること。 

符号の先頭記

号は、はりか柱

を選択するこ

とで、自動的に

設定される。 

部材断面は

矩形、円形、

T 型から選択

する。T 型断

面は現在開

発中である。 

鉄筋に関する

入力項目は RC

断面と同一。た

だし、鉄骨のか

ぶり厚が小さ

くて鉄筋が配

筋できない場

合は、自動的に

鉄骨位置を避

けて配筋する。 

せ ん 断 補

強 筋 の タ

イ プ と 補

強 筋 ピ ッ

チ を 入 力

コンクリー

トの履歴特

性を選択す

る。被り部と

内部の特性

を変えて設

定可能 
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鉄骨断面の位置設定 

ｘ方向強軸断面の芯ずれ： Ａ（正負に注意） 

ｘ方向強軸断面のかぶり厚：Ｃ 

ｙ方向強軸断面の芯ずれ： Ｂ（正負に注意） 

ｙ方向強軸断面のかぶり厚：Ｄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
Ｈ型鋼を 2 つ使用するタイプ３からタイプ 7 では、ダイアログ左の使用鉄骨断面

の項目でｘ方向強軸断面を設定し、ダイアログ右のｙ方向強軸断面の項目で、２つ

目の断面を設定する。 

 
鉄骨位置設定に関連する項目は、上図を良く理解して設定されたい。 
 
  
木造集成材断面の要素データ及び特殊断面データ作成は、マニュアル

「SPACE 利用のためのガイド 木造編」の第 3章を参照されたい。 

 

  
せん断部材の要素データが履歴特性によって多くのタイプが用意さ

れている。現在、公開されているタイプは以下のようであり、このタイ

プに従って履歴に関する入力項目が多少異なるので注意が必要である。 

5.6.5 木造集成材

断面

5.6.6 せん断部材

ｘ 

ｙ 

Ｃ 

Ｂ 

Ｄ 

Ａ 
Ａ

Ａ

ＢＣ

Ｄ

Ａ
Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ
Ｂ Ｂ

Ｃ
Ｃ ＣＣ

Ｄ
Ｄ Ｄ

Ｄ

鉄骨矩形       タイプ：１      タイプ：２      タイプ：５ 

タイプ：３      タイプ：４      タイプ：６      タイプ：７ 

B 

図 5-6-8 SRC における鉄骨位置 
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１：トリリニア型 

２：最大点志向型トリリニア 

３：バイリニア型 

４：S字型スリップモデル型 

５：3点折れ点の S字型スリップモデル 

 

まず、表示されたせん断型モデルでは、図 5-6-9 に示す履歴モデルの

タイプ及び使用部位を選択する。次に、はりか柱をチェックすると、符

号の部材識別記号が先に設定され、後に、このモデルの識別符号を設定

する。

 

 
ここで、履歴モデルを選択すると、図 5-6-10 のようにそのモデルで

必要となる剛性などの値が設定可能となる。まず解析モデルの軸方向を、

y軸、ｚ軸、及び両者から選択する。後は、選択したモデルに関する剛

性を設定する。既に、0がセットされている場合は設定不可である。 

 

図 5-6-9「3 次元せん断弾塑性モデル設定」ダイアログ 

図 5-6-10「武田モデル設定」ダイアログ 

設定項目の詳細

については、リ

ファレンスマニ

ュアルを参照の

こと。また、こ

こで設定した値

は、構造データ

内の要素データ

となる。 
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本節では、座屈を考慮したトラス部材の設定項目について説明する。

この部材の履歴特性設定法は、まず、図

5-6-11 の断面設定ダイアログで断面を

決定する。次に、図 5-6-12 に示されるダ

イアログで履歴特性を設定することにな

る。まず、履歴モデルのタイプを選択す

る。このタイプの違いについては、リフ

ァレンスマニュアルを参照されたい。そ

の後、各剛性やパラメータを設定するわ

けであるが、先に選択した断面より求め

られており、一般的にはその値を使用す

ることになる。ただし、ここで値を変更

するとその値がセットされ、履歴特性が

計算されることになる。 

 

 

 
  
本節では、3 次元の免震要素として用いられている MSS モデルのデー

タ設定法について述べる。このモデルは、円形断面で周囲に等間隔でバ

イリニアもしくはデグレーディング型のバイリニアの要素が配置され、

両方向変位の相互作用が評価可能となっている。 

このモデルのデータは、図5-6-13に示されるダイアログで設定する。

まず、履歴モデルを選択する。後は、符号を設定した後、数値を入力す

る。軸方向剛性を使用する場合は、E*A/L が自動的に計算され、その値

が用いられる。 

5.6.7 座屈を考慮

したトラス部材

5.6.8 MSS モデル

図 5-6-11「鉄骨断

面設定」ダイアロ

グ

図 5-6-12「3 次元軸力弾塑性モデル設定」ダイアログ 

両端ピン状態

の座屈耐力な

ど、断面特性を

求め、次の 3 次

元軸力弾塑性

モデル設定ダ

イアログに情

報が受け渡さ

れる。 
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本節では、3 次元のケーブル弾塑性モデルのデータ設定法について述

べる。このモデルには、現在、スリップバイリニア型のみ用意されてい

る。このモデルのデータは、図 5-6-14 に示されるダイアログで設定す

る。まず、履歴モデルを選択する。後は、符号を設定した後、数値を入

力する。 

 

 
 
 
  
本節では、塑性論アナロジーモデルに関するパラメータ設定法につい

て述べる。このアナロジーモデルでは、トラスモデルと同様に図 5-6-11

に示す断面データを設定するダイアログが表示される。 

ここでは、鉄骨の断面設定ダイアログであるが、無論、鉄筋コンクリ

設定項目の詳

細については、

リファレンス

マニュアルを

参照のこと。ま

た、ここで設定

した値は、構造

データ内の要

素データとな

る。 

5.6.10 アナロジー

モデル

図 5-6-13「MSS 免震用弾塑性モデル設定」ダイアログ

5.6.9 3 次元ケーブ

ルモデル

図 5-6-14「3 次元ケーブルモデル設定」ダイアログ 
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ート、鉄骨鉄筋コンクリート用の断面設定ダイアログでも良い。このダ

イアログを用いて、要素データが作成され、しかも、次に示すアナロジ

ーモデルのパラメータ設定用ダイアログの基礎データとして情報が渡

されることになる。上記のダイアログで、「OK」ボタンを押すと続いて、

アナロジーモデルのパラメータ設定用のダイアログが図 5-6-15 のよう

に表示される。まず、右上の符号を設定する。 

先に設定した断面を元に、ダイアログ下に軸方向耐力及び 2軸回りの

塑性曲げモーメントが表示されており、後は、アナロジーモデル用のバ

ネ剛性を設定すればよい。一般に、このバネを適度な剛とするために、

ダイアログ右上に部

材剛性が表示され、

次に標準的な部材長

さ、係数αを入力し、

「設定」ボタンを押

すことで、所定のエ

ディットボックスに

値がセットされる。

後は、「OK」ボタンを

押して、設定終了と

なる。 

 

 
本節では、任意型部材の断面特性、履歴モデルの設定方法について述

べる。まず、図 5-6-16 で、任意形部材の断面使用部材を設定する。こ

こでは、鉄骨をしている。次に、部材モデルで「特殊モデル」を選択し、

5.6.11任意断面

型部材

図 5-6-15「アナロ

ジーモデル設定」ダ

イアログ

図 5-6-16「使用材

料の設定」ダイアロ

グ

最初に、この部材の使

用材料を設定し、次に、

部材 モデルとし て、

「特殊モデル」を選択

する

アナロジーモデルの

バネ剛性は、先の断面

剛性とここでセット

した標準部材長さ L、

係数αより次式を用

いて求める。 

Kx=αEA/L 

Ky=αEIy/L 

Kz=αEIz/L 
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「次へ」ボタンを押す。このとき、システムは静的縮合モデルのファイ

ルが設定されており、入力可能であるかどうかチェックする。 

この静的縮合モデルのファイ

ルが設定されていない場合、ある

いは入力可能状態でない場合は、

エラー表示となり、当該処理は中

止となる。このファイルが入力可

能状態の場合は、図 5-16-17 に示

す任意型断面作成ダイアログが

表示される。ここでは、まず使用

部位の選択を行い、部材の符号を

設定する。次に任意型モデル番号

を選択することになるが、その下

の 2 つのエディットボックスに

は、このファイル全体のモデル名

称と選択した部材モデルの名称

が表示される。 

最後に、選択した任意型モデル

の部材内部要素が表示されてお

り、その要素に対応して使用断面要素番号を割り付けることになる。こ

こでの規則は 1より順に、使用する要素の最大数まで要素に値を設定す

る。次に示すダイアログではこの要素番号の順に断面設定ダイアログ表

示されることになる。使用断面番号の設定規則は以下のようである。ま

ず、1 番は弾性要素に割り振られており、図 5-6-16 に示すダイアログ

のように鉄骨が指定されていると該当する鉄骨断面設定ダイアログが

最初に表示される。 

次の番号は任意の要素に割り振っても良いが、例えば、ファイバー要

素などでは弾性要素と同一断面の場合は、この弾性要素と同一番号、つ

まり 1として良い。また、異なる断面として 2番を割り振ると次のダイ

アログでは、断面要素の設定ダイアログの次に、このファイバー要素用

の断面設定ダイアログが表示される。無論、数種のファイバー断面を使

用する部材では、ファイバー要素に異なった連続番号を割り振ることも

可能であり、この場合、その数に対応する断面設定ダイアログが表示さ

れることになる。後は、アナロジーモデル要素、バネ要素についても同

様であり、ダイアログで表示された部材内要素全てに連続番号を割り振

ることになる。全てのデータを設定した後、「次へ」ボタンを押すと次

モデラーが立ち上がる

際、入力可能状態であ

ると、自動的にこの静

的縮合モデルに関する

ファイルを読み込む。

図 5-6-17「任

意型断面作成」

ダイアログ

使用断面要素番号は、弾

性要素は必ず１とする。

この弾性要素によって、

要素データの断面積や断

面二次モーメントなどの

データを設定する。もし、

弾性要素がない場合は、

ファイバー要素を１にセ

ットする必要がある。部

材長さのないアナロジー

モデルやバネを１にセッ

トしてはならない。 
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に示す断面設定ダイアログが図 5-6-18 のように表示される。 

断面設定ダイアログは、タブ付で表示される。タブ数は先のダイアロ

グで設定した要素番号の最大数に等しく、タブ内の断面設定ダイアログ

は先の使用断面要素番号の順序である。断面の設定はこのタブを利用し

て設定することになり、後に戻って設定することもある。 

現在、任意型部材として使用可能な内部要素は以下のようである。 

 

1．弾性要素 

2．ファイバー要素 

3．アナロジー要素 

4．各種バネ要素 

 

弾性要素、ファイバー要素、アナロジー要素を設定するダイアログは、

既に説明したダイアログ、図 5-6-5、5-6-6、5-6-7 及び図 5-6-15 と同

一である。ここでは、バネ要素の設定方法について説明する。 

バネ要素は、まず、使用バネ個数を設定する。この個数にしたがって、

ダイアログ下のバネデータ入力域が現れることになる。この入力領域で、

まず、使用バネをコンボボックスから選択する。次に、このバネモデル

の履歴特性をこれもコンボボックスより選択する。後は、必要となる剛

性などを具体的な数値で設定することになる。 

 

タブを利用して、全ての内部要素を設定し終えると、後は「OK」ボタ

ン押して終了する。これで、任意形部材の要素が設定されたことになる。 

図 5-6-18「任意断面におけるバネモデル作成」ダイアログ 
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SPACE のモデラーでは、多くのデータを設定しなければならない。こ

れらのデータ設定方法について、ここでは、特にダイアログを用いて設

定する方法についてまとめる。 

まず、構造ファイルのタイトル設定について述べる。新規モデル作成

の場合、ウイザードによってこのダイアログが表示されるが、メニュー

の[設定]→[構造ファイルタイトルの設定]を選択することでも表示さ

れる。ここでは、「内容変更」ボタンを押した後、タイトル行数を設定

しタイトルを変更する。 

 

 

 
 
ウイザードによって、このダイアログも前節のダイアログに続いて表

示されるが、メニューの[設定]→[通り芯の設定・変更]を選択するかも

しくはツールチップ＊6のクリックでも表示される。 

 

 

5.7 パラメータの

設定

5.7.1 構造ファイ

ルのタイトル 

5.7.2 通り芯の設

定 

図 5-7-1「構造ファイルタイト

ルの設定」ダイアログ 

図 5-7-2「通り芯の

設定」ダイアログ

*6  
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ここでは、スパンや階高を変更することが可能であるが、この変更を

行う前に部材を設定していると、不具合が生じる場合がある。そのため、

既実節点との適合を良く理解した上で変更しなければならない。 
 
 
解析モデルを作成する際、形状と共に各節点や部材に固有の情報を割

り付けていく。この情報は、一般にシステムが有する規定値情報を用い

てコピーしていくが、その値を確認、変更する場合は、ダイアログバー

が利用される。ダイアログバーはモデラーが起動されると画面左に表示

される。部材などを図面に割り付ける際、関連する情報がダイアログバ

ーに表示される。また、ダイアログバー上部のボタンをクリックするこ

とで、ダイアログバー上に表示させることも可能である。表示項目は、

以下の 7項目である。 

 
１． 部材 

２． 筋交（ブレース） 

３． 境界 

４． 質量 

５． 静荷（静的荷重） 

６． 動重（動的荷重） 

７． 剛床 

 
これらの項目は、ツールバーＢの上記項目に該当するツールチップを

押すことで、ダイアログバー上に同じ情報が表示される。ここで情報を

変更して部材を割り付けても良い。ダイアログバー上部のボタンにはな

いが、ツールバーＢ上のツールチップ＊7を押すと、ダイアログバー上に

他節点と変位同一視する情報が表示される。 
以下の節では、これらのダイアログバーとメニューから呼び出される

ダイアログについて説明する。 
 
 
本節では、部材設定用のダイアログ及びダイアログバーについて説明

する。ダイアログバーには、ダイアログバー上部のボタン「部材」をク

リックするか、もしくは、ツールバーＢのはり設定ツールチップ＊8と柱

設定ツールチップ＊9をクリックすることで情報が表示される。図 5-7-4

にはダイアログバー上に部材に関するデータが表示されている。 

また、メニューの[設定]→[部材設定用パネル]→[部材設定用パネル]

を選択すると、図 5-7-3 に示すダイアログが表示される。 

5.7.3 ダイアログ

バーの設定 

5.7.4 部材設定用

パネル 

*7  

*8  

*9  
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 ここでは、部材に関する基

本的なデータを設定する。選

択要素番号はこの部材の要

素を決めるものであり、また、

選択グループ番号は、この部

材のグループ番号を決める

ものである。後のデータは部

材の解析用データであり、こ

れについてはリファレンス

マニュアルを参照されたい。 

 ダイアログバー上の最後

の 2 項目は特殊なデータで

あり、これは部材を設定する

際、通り芯の間をいくつの部

材に分割するかを示すもの

で、部材の設定に直接影響を与えるパラメータ

である。特に注意して設定する必要があり、規

定値として、はりは 3 分割、柱は分割なしとな

っている。 

 
 
本節では、ブレース設定用パネルについて説

明する。前節と同様に、ダイアログバーには、

ダイアログバー上部のボタン「筋交」をクリッ

クするか、もしくは、ツールバーＢのブレース

設定ツールチップ＊10 をクリックすることで情

報が表示される。図 5-7-5 にはダイアログバー

上に部材に関するデータが表示されている。 

また、メニューの[設定]→[部材設定用パネ

ル]→[ブレース用パネル」を選択すると、図

5-7-6 に示すダイアログが表示される。ブレー

ス型種別は、図に示されているブレース形状が

用意されているのでその中から選択することに

なる。ブレースの分割数、及び形状初期不整の

方向と不整量の大きさをここで設定可能である。

他のデータは部材と同一である。 

図 5-7-3「部材設定用パネル」ダ

イアログ

図 5-7-4「部材設

定用パネル」ダ

イアログバー

5.7.5 ブレース設

定用パネル 

図 5-7-5「ブレー

ス設定用パネ

ル」ダイアログ

*10  

詳細な設定は第

5.8.3 節を参照さ

れたい。 
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本節では、節点に境界条件を与える設定用パネルについて説明する。

前節と同様に、ダイアログバーには、ダイアログバー上部のボタン「境

界」をクリックするか、もしくは、ツールバーＢの境界条件設定ツール

チップ＊11をクリックすることで情報が表示される。図 5-7-8 にはダイ

アログバー上に境界に関するデータが表示されている。また、メニュー

の[設定]→[節点設定用パネル]→[境界条件と節点局所座標]を選択す

ると、図 5-7-7 に示すダイアログが表示される。 

 ここでは、節点の境界条件を割り付けるためのテンプレートを設定す

る。境界条件を用いて各自由度を設定しても良いし、直接自由度を拘束

しても良い。ダイアログバーでは、直接数値を記入することになるので

注意されたい。値は、-1 が拘束、0は自由である。また、-10 以上は他

節点への変位同一視を表す。 

 節点の局所座標

系をここで設定し

ておくと、部材を設

定する際、この節点

テンプレートがコ

ピーされるので自

動的に生成される

節点は局所座標系

を有することにな

る。この点を特に注

意されたい。 

 
 
 

5.7.6 境界設定用

パネル 

図 5-7-6「ブ

レース設定用

パネル」ダイ

アログ

図 5-7-7「境界設定用パネル」ダイアログ 図 5-7-8「境界」ダイアログバー

*11  
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本節では、節点に境界条件を与える設定用パネルについて説明する。

ダイアログバーには、ダイアログバー上部のボタン「質量」をクリック

するか、もしくは、ツールバーＢの質量設定ツールチップ＊12 をクリッ

クすることで情報が表示される。図 5-7-9 にはダイアログバー上に境界

に関するデータが表示されている。 

 また、メニューの[設定]→[節点設定用パネル]→[節点集中質量の設

定]を選択すると、図 5-7-10 に示すダイアログが表示される。 

 この値は、１節点あたりの重量（kN/１節点）を設定する。システム

がこの値から質量に変換している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
本節では、荷重設定用パネルについて説明する。ダイアログバー上部

のボタン「静荷」あるいは「動荷」をクリックするか、もしくは、ツー

ルバーＢの静的荷重設定ツールチップ＊13 あるいは動的荷重設定ツール

チップ＊14 をクリックすることで、荷重に関する情報が表示される。図

5-7-12 にはダイアログバー上に静的荷重に関するデータが表示されて

いる。動的荷重に対しても同様である。静的荷重については 2種の荷重

が設定でき、また、動的荷重については 3種の荷重が設定可能である。 

 また、メニューの[設定]→[節点設定用パネル]→[節点荷重の設定]

を選択すると、図 5-7-11 に示すダイアログが表示される。このパネル

には、静的荷重と動的荷重の両者が設定可能となっている。 

 節点が自動生成されると、その節点には静的荷重と動的荷重が同時に

割り付けられるようになっており、静的荷重のみ設定する場合は、動的

荷重のテンプレートはゼロにセットしておかなければならない。 

5.7.7 質量設定用

パネル 

5.7.8 荷重設定用

パネル 

図 5-7-9「質量設定」ダイアログバー
図 5-7-10「質量設定」ダイアログ 

*12  

*13  

*14  
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一旦、荷重情報を設定すると、部材を割り付けるとき、実節点が自動

的に生成され、この荷重情報がコピーされる。誤った情報を多くの節点

に割り付けてしますことになる。従って、部材を割り付ける際は、節点

荷重を設定しておかないほうが良い。荷重や境界は後から設定すべきで

ある。 
 
 

 
本節では、剛床設定用パネルについて説明する。ダイアログバーには、

ダイアログバー上部のボタン「剛床」をクリックするか、もしくはツー

ルバーＢの剛床設定ツールチップ＊15 をクリックすることで情報が表示

される。図 5-7-13 にはダイアログバー上に剛床グループ番号に関する

データが表示されている。 

 また、メニューの[設定]→[節点設定用パネル]→[剛床グループ番号

の変更]を選択すると、図 5-7-14 に示すダイアログが表示される。ここ

で、剛床グループ番号を変更することで、他のグループの剛床が設定可

能となる。 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-7-11「荷重設定」ダイアログ 

図 5-7-12「静的荷重設

定」ダイアログバー 

5.7.9 剛床設定用

パネル 

図 5-7-13「剛床グループ番号」

ダイアログ

図 5-7-14「剛床設定」

ダイアログバー

*15  
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本節では、他節点との変位同一視設定用パネルについて説明する。ツ

ールバーＢの節点変位同一視設定ツールチップ*16 をクリックすること

で情報が表示される。図 5-7-16 にはダイアログバー上に節点自由度の

他節点の変位同一視に関するデータが表示されている。 

 また、メニューの[設定]→[節点設定用パネル]→[節点同一視データ

変更]を選択すると、図 5-7-15 に示すダイアログが表示される。ここで、

同一視に関するデータを変更することで、他の節点との変位同一視が設

定可能となる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 直行座標系で設定した通

り芯交点をずらすことが可

能である。まず、メニュー

の[設定]→[通り芯のずれ

設定]を選択すると、図

5-7-17 に示すダイアログ

が表示される。ここで、通

り芯交点のずれを設定する

ことになる。このダイアロ

グのパラメータ設定法につ

いては、3.11 節を参照され

たい。 

5.7.10節点変位同

一視設定用パネル 

図 5-7-15「節点変位同一視設定」ダイアログ

図 5-7-16「節点

変位同一視設

定」ダイアログ

5.7.11通り芯のず

れ設定 

図 5-7-17「通り

芯のずれ設定」

ダイアログ

*16  
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 このダイアログを表示する他の方法として、ツールバーＢの取り芯ず

れ設定ツールチップ*17をクリックすることでも表示される。 
 
 
本節では、モデラーシステムに関連するデータの設定方法について説

明する。まず、モデラーの背景色や線分の太さを設定する方法について

解説する。 

 メニューの[設定]→[ウインドウ背景色と線分太さの変更]を選択す

ると、図 5-8-1 に示すダイ

アログが表示される。ここ

では、画面の背景色と平面

図と立面図で使用されて

いる線分の太さを変更す

る。変更した後、「OK」ボ

タンを押すと自動的に変

更されている。 

 

 

 本節では、節点番号などのフォントの大きさを変更する方法について

説明する。メニューの[設定]→[節点番号フォントの大きさを変更する]

→[フォントを大きくする]を選択すると、図面上の文字が大きくなる。

ただし、画面を更新するか図面を再表示する必要がある。このメニュー

を選択し続けると徐々にフォントは大きくなる。 

 逆に、フォントを小さくしたい場合は、メニューの[設定]→[節点番

号フォントの大きさを変更する]→[フォントの大きさを小さくする]を

選択する。このメニューを選択し続けると徐々にフォントは小さくなる。 

 
 
本節では、部材作成設定項目を変更する方法について説明する。メニ

ューの[設定]→[設定項目の変更]→[部材作成設定項目の変更]」を選択

すると、図 5-8-2 に示すダイアログが表示される。このダイアログでは、

はりの分割数、柱の分割数を設定する。この値によって、通り芯交点間

の部材分割が実施される。 

 部材を割り付ける際、節点を自動生成する。その際、次の３つのうち、

チェックマークが入っている項目についてチェックを行う。 

5.8 システム設定

5.8.1 ウインドウ

背景色と線分の太

さ設定パネル 

5.8.2 節点番号フ

ォントの大きさを

変更 

図 5-8-1「背景

色と線分太さ

の変更」ダイア

ログ

5.8.3 部材作成設

定項目の変更 

*17  
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このパラメータの規定値は、はりは 3

分割、柱とブレースは１分割、つまり分

割しないことを意味する。ブレースでは、

座屈を考慮する場合、自動的にブレース

中央に初期不整を与えて、座屈を生じ易

くすることが可能となっている。形状初

期不整量は、不整なし、断面弱軸、断面

強軸から選択し、初期不整を考慮する場

合は、ブレースの配置を考慮して節点位

置を計算する。なお、形状初期不整は、

部材長さに対する比率で与える。例えば、

「断面弱軸」で「1/100」を設定すると、

ブレース中央点の座標は、ブレース長の

100 分の 1 が弱軸方向に形状不整量とし

てセットされる。また、「分割点を j端」

にチェックすると、ブレースを 2分割し

た場合、2 部材の j 端が共に中央分割点

になるように設定される。最後に、「不整量を形状に設定」を選択する

と、形状初期不整量は、実際の構造座標系の位置データに加えられて設

定されるが、「不整量を不整データに設定」を選択すると、この不整量

は、形状データとは別に形状初期不整用のファイルに保存することがで

きる。無論、この形状初期不整は、ファイル出力時に、「初期変位ファ

イル」へ出力しなければならないし、実際の構造形状は、完全位置の座

標が出力されることになる。 

 
 
 モデラーで部材

や節点を割り付け

ると、その情報を

保持する領域が必

要となる。その領

域の大きさを順次

増やしていかなけ

れば、いずれいっ

ぱいになり、メモ

リーがオーバーフ

5.8.4 追加用動的

領域の値を変更 

図 5-8-3「追加用動

的領域の変更」ダイ

アログ

図 5-8-2「部材作成用設定項目の変更」ダイアログ
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ローを起こす。そこで、システムは自動的に残量を管理し、動的に領域

を増加させていく。ここでは、一回に増加させるデータ量を設定する。 

メニューの[設定]→[「設定項目の変更」→[追加用動的領域の値を変

更]を選択すると、図 5-8-3 に示すダイアログが表示される。このダイ

アログの値は、システムが一回に増分するデータ量である。 

 
 
 部材を図面に割り付けていく際、多くのメッセージが出現する。CAD

操作に慣れていくと、これが煩わしく感じる場合がある。そこで、メニ

ューの[設定]→[登録メッセージの有無制御]を選択すると、自動的にメ

ッセージが抑制される。また、ツールバーＡのツールチップ*18をクリッ

クすることでも同様の効果が得られる。 

 
 
 解析モデルが複雑になるとデータ内に間違いが生じる可能性が高く

なる。そこで、システムでは多くのデータチェック機能を提供しており、

ここでは、それらをまとめて述べることにする。 
 まず、リンクデータのチェックシステムについて述べる。メニューの

[設定]→[構造データリンクチェック]を選択すると、図 5-9-1 に示すダ

イアログが表示される。ここでは、既にチェックした結果が箇条書きで

述べられている。ここに書かれた項目をよく注目し、エラーが表示され

た場合は、データを十分に検討しなければならない。特に部材の取り付

いていない自由節点が存在する場合は、ダイアログ右隅の「自由節点の

消去」ボタンを押すと、該当する自由節点が消去される。 

5.9 解析モデル

のチェックシ

ステム

5.9.1 構造デー

タのリンクチ

ェック 

図 5-9-1「構造

データのリン

クチェック結

果」ダイアログ

*18  

5.8.5 登録メッセ

ージの有無制御
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もし、分析結果にエラー表示がある場合、レポートの詳細を表示させ

ることができる。図 5-9-1 のダイアログ中の「分析結果の詳細」ボタン

を押すと、「MDoutput」ファイルに出力された内容が、自動的にワード

パッドで表示される。 

 部材が繋がっていない自由節点が存在するとその旨を知らせると同

時にその節点を取り除くことも可能である。もし、その自由節点を消去

したい場合は、図 5-9-1 の「自由節点の消去」ボタンを押せば良い。こ

の処理で該当する自由節点が消去されることになる。 

 さらに、重複節点（同一座標位置に存在する節点）と長さ 0を有する
部材がある場合、「部材と節点修復」ボタンを押すことで、モデラーシ

ステムが自動的に修復を行う。ここでは、長さ 0の部材を削除し、また、
重複節点では、一つの節点のみ残し、他の節点は削除する。削除した節

点に繋がった部材の部材番号を残した節点番号に付け替えを行う。 

 
 
 SPACE では、モデラーで付けた節点番号がそのままソルバーでも用い

られている。そのため、不用意に部材を配置していくと数値解析時間に

多くの時間をとられてしまう可能性が生じる。

そこで、システムでは、節点の並べ替えを実行

し、効率化を図る手段を提供する。 

 メニューの[設定]→[節点番号の並び替え]

を選択すると、図 5-9-2 に示すダイアログが表

示される。ここでは、節点番号の並べ替え方法

の指定と、節点と部材の更新を行う。SPACE に

おける消去処理は、実際に節点や部材を記憶領

域から取り除くことをせず、消去コードを設定

しているのみである。ここでチェックマークを

記入すると、消去処理された節点（削除節点）

や部材（削除部材）を実際に取り除く処理を行

う。同時に、自由節点の取り除く処理や部材を

並べ替える処理も指定可能となっている。 
 最後に、部材の並べ替えを行う場合は、「部

材を並べ替える」にチェックマークを入れ、部

材の並べ替え順序を指定する。並べ替え方法と

して、まず、「はり、柱、その他」か「柱、は

り、その他」を選択し、次に、4種の並べ替え

5.9.2 節点の並び

替え 

図 5-9-2「節点番号の並び替え」ダイアログ
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方法を選択する。この方法については、節点と同じである 

 
 
 画面上に該当節点や部材を表示し、目視で確認することで各種のチェ

ックを行うことができる。SPACE では、図面と透視図で、その機能を提

供している。ツールバーＡのツールチップ*19をクリックすると、図5-9-3

に示すダイアログが表示される。調査したい項目をチェックし、「OK」

ボタンを押すと図面上に該当する節点が赤もしくは黄色で表示される。

同様に、透視画面上でマウス右ボタンを押し、プルダウメニューの[透

視図表示項目選択]を選ぶと、右のダイアログが表示される。検索項目

を設定することで、透視図上に該当節点や部材が濃い色で表示され、視

認されることになる。 

 

5.9.3 表示による

チェック 

図 5-9-3「節点における外力・質量・

境界の有無チェック」ダイアログ

図 5-9-4「骨組表示選択」ダ

イアログ 

*19  
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